
9 月二次救急（内科・外科系） 
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
済 守 淡 淡 済

6 7 8 9 10 11 12
淡 野 済 守 淡 県 済

13 14 15 16 17 18 19
済 県 済 守 淡 淡 済

20 21 22 23 24 25 26
淡 近 済 守 淡 済 淡

27 28 29 30
淡 野 済 守

10月二次救急（内科・外科系） 
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
淡 近 済

4 5 6 7 8 9 10
淡 県 済 守 淡 県 淡

11 12 13 14 15 16 17
淡 近 済 守 淡 淡 済

18 19 20 21 22 23 24
済 野 済 守 淡 済 淡

25 26 27 28 29 30 31
淡 県 済 守 淡 近 淡

救急診療のお知らせ

　入院などが必要な重症患者を診療する医療機関です。
受診の際は、必ず事前に電話で症状を伝えてください。
二次小児救急の診療は済生会滋賀県病院です。

夜間・休日の急診（重症患者を診療する医療機関）

Hospital

湖南広域休日急病診療所(栗東市、済生会滋賀県病院前)
（☎551-1599、551-1600）
この診療所は、翌日まで診療が待てない急病患者に、応急的
な診療を行います。薬は原則 1日分か休日分のみ処方します。

診療日時
日曜日、祝日、振替休日、年末年始

　　　　　  (10：00～22：00 ※受付は 9：30～21：30）
診療科目 主に内科・小児科

日曜・祝日の急診

●医療ネット滋賀（全国統一システム医療情報ネット）
　https://www.shiga.iryo-navi.jp
　診療が受けられる医療機関を24時間お知らせ
　●電話自動音声案内（☎553-3799）
　（草津・栗東・守山・野洲市）
● �滋賀の救急電話相談� �
（短縮ダイヤル#7119か☎528-1317）
　�急な病気やケガの際、救急車が必要かなど、看護師

などがアドバイス。24時間365日利用可能（年中無休）
●小児救急電話相談（短縮ダイヤル#8000か☎524-7856）
　�ケガや急病で病院へ行った方がよいか判断に�  

迷ったときにアドバイス�  
 対 �県内在住の15歳以下のこども

　
相談日時

平日、土曜日（18：00～翌 8：00）
　　　　　　 �日曜日、祝日、振替休日、年末年始（ 9：00～翌 8：00）
●ONLINEこどもの救急
　http://kodomo-qq.jp/index.php
　診療時間外の受診について、判断の目安を提供
　対 �生後 1 カ月～ 6 歳

急病のときは

診療時間
�土・日曜日、祝日、振替休日、年末年始（9：00～翌9：00） 
平日（18：00～翌9：00）

休日・夜間の薬に関するお困りごとは
右の二次元コードをご覧ください

問い合わせ（当番病院）

淡 淡海医療センター（☎563-8866）守 済生会守山市民病院（☎582-5151）

済 済生会滋賀県病院（☎552-1221）野 市立野洲病院（☎587-1332）

近 近江草津徳洲会病院（☎567-3610）県 県立総合病院（☎582-5031）

大切な人の 
想いに寄り添う 
“こころの教室” 
～草津市ゲート 
キーパー養成研修～

　ゲートキーパーとは、
悩んでいる人に気付き、
声を掛け、話を聴き、必
要な支援につなげ、見守る人のこと
です。一緒に学びませんか。
● 講師  竹内志津香さん（NPO法人
ゲートキーパー支援センター理事長）

�10月19日㈪ 13：3０～15：3０
所 �市役所 ２ 階 特大会議室
他 ・�Zoomの参加もできます
　・�手話通訳・託児あり（10月 5 日㈪

までに事前申込要）
申 �10月12日（月・祝）までに、電子申請

か電話、ファクス、Eメールで

申・問 �健康増進課（ 2 階）
　 ☎561‐２３２３、561‐0180

９ 月1０日㈭～1６日㈬は
自殺予防週間です

がん患者の 
アピアランスケア 
支援事業助成金
　医療用ウィッグや帽子、乳房補整
具、エピテーゼなどの購入費用の一
部を助成します。詳しくは、市ホー
ムページをご覧ください。
● 助成対象
　①�医療用等ウィッグ本体(皮膚保

護ネットを含む)、帽子
　②�乳 房 補 整 具(補 整 下 着、補 整

パッドなど)、エピテーゼ
● �助成額�  

購入費用の 2 分の 1  
(上限30,000円）

● �助成回数�  
1 人につき、①②各 2 回まで

申・問 ���健康増進課（ 2 階）
　 ☎561-2323、561-0180

在宅心身障害者（児） 
紙おむつ購入費助成
　年間64,800円を限度として、購入
費の 9 割まで助成します。
対 �在宅で、常に紙おむつを使用してい

る 3 歳以上の重度心身障害者（児）
で、次のいずれかに該当する人

　 ① �身体障害者手帳 1 、2 級（肢体
不自由）か療育手帳A 1 、A 2
の交付を受けている

　 ② �①と同程度の障害がある（障害
程度の確認のため、紙おむつ
の使用証明書が必要）

申 �前 期： 9 月 1 日 ㈫ ～30日 ㈬、後
期：来年 3 月 1 日㈪～15日㈪に、
所定の用紙・今年 4 月 1 日から
申請時までの紙おむつ購入費の
領収書の原本・身体障害者手帳
か療育手帳の写し・申請者名義
の預金通帳の写し・紙おむつ使
用証明書（②の人のみ）・印鑑を
持って、担当課に直接か郵送で

申・問 ��障害福祉課（ 1 階）
　☎561-6972、５６1-2480

問 図書館（草津町）
　 ☎565-1818、565-0903

第 1 木曜日 第 2 木曜日
（来年 2 月は第 2 水曜日） 第 3 木曜日 第 4 木曜日 第 1 金曜日

（来年 1 月は第 1 水曜日） 第 2 金曜日 第 3 金曜日 第 4 金曜日

巡
回
場
所
と
時
間

13：40～14：10
老上西 

まちづくり 
センター

（矢橋町）

13：40～14：10
びわ湖

レストタウン
（笠山六）

13：40～14：10
草津川

跡地公園
de愛ひろば
（大路二）

14：00～14：30
JA（農協）
志津支店

（青地町）

14：00～14：30
常盤

まちづくり
センター

（志那中町）

14：00～14：30
山田

まちづくり
センター★

（北山田町）

13：00～13：30
渋川福複

センター◆
（西渋川二）

13：20～13：50
老上

まちづくり
センター★
（野路町）

14：20～14：50
鳩が森･
よし池

児童遊園
（南笠町）

14：30～15：00
桜ケ丘会館

（桜ケ丘四）

14：40～15：10
フレンド
マート

志津東草津店
（追分一）

15：00～15：25
馬場町会館
（馬場町）

15：00～15：30
中央広場

（下物町）

15：00～15：30
志那中町
自治会館

（志那中町）

14：00～14：30
橋岡会館★
（橋岡町）

14：20～14：50
北山田会館

（北山田町）

15：10～15：40
東南笠

児童遊園
（南笠東三）

15：10～15：40
かがやきの丘町

内会館
（追分南六）

15：30～16：30
キラリエ草津
（大路二）

16：00～16：30
志津南

まちづくり
センター

（若草五）

16：00～16：30
常盤東

総合センター
（芦浦町）

16：00～16：30
JA（農協）
常盤支店

（片岡町）

15：00～15：30
笠縫

まちづくり
センター

（上笠一）

15：10～15：40
志那会館

（志那町）

16：00～16：30
南笠東

まちづくり
センター

（笠山一）

16：00～16：30
野路小野山
児童遊園

（野路東五）
ー ー ー ー

16：00～16：30
笠縫東

まちづくり
センター
（集町）

16：00～16：30
川原天神会館
（川原四）

◦◦貸出期間は、次の巡回日まで　貸出期間は、次の巡回日まで　◦◦天候などで、巡回を休むことがあります　天候などで、巡回を休むことがあります　◦◦祝日の場合は巡回日を変更しています祝日の場合は巡回日を変更しています
◦◦★は新しいステーションです　★は新しいステーションです　◦◦◆は時間が変わりました◆は時間が変わりました

巡回予定 
移動
図書館 １0月〜来年 ３ 月

お知らせお知らせ

�日時・期間　所 �場所　対 �対象　定 �定員　￥ �費用（記載がない場合無料）他 �その他　申 �申し込み・応募方法　問 �問い合わせ先
〒 市役所への郵送は、〒525-8588 草津市役所〔課名など〕　☎・ �市外局番は「077」

問 �まちづくり協働課（ 2 階）
　 ☎561-2324、561-2482

まちづくり協議会の取り組み紹介まちづくり協議会の取り組み紹介
老上学区まちづくり協議会

●わんぱくプラザ老上（小学生対象事業）
　わんぱく事業に参加する 6 年生が企画・運営に携
わる「きもだめし」。こどもたちのアイデアを取り
入れながら、大人とこどもの協働作業で、スリル満
点、ワクワクの内容でした。
●防災フェス（防災に対する意識啓発）
　災害に対する啓発事業として、防災フェスを開催
しました。防災に関心のある小学生が「日頃の顔
見知り」を作ろうと「水運びリレー」ならぬ「ボー
ル運びリレー」を
企画し、会場の参
加者に新たな交流
が生まれました。
防災劇や防災クイ
ズなども防災意識
の向上に繋がりま
した。

●情報伝達訓練（災害に備えたネットワークの活用）
　近い将来、大規模地震の発生を想定し、町内会や
マンションなどとの連絡体制確認のため、夜間に情
報伝達訓練を行いました。発災後の被害状況を、可
能な伝達手段で災害時の本部へ伝える訓練。地震発
生を夜間に想定しただけでも、今後の課題が明らか
になりました。
●ふれあい老上まつり
　「地 域 の ま つ り」と
して模擬店や舞台、展
示を、日頃まちセンを
拠点として活動をする
約50の団体が運営しま
した。午後の舞台「老
中ショータイム」では、老中吹奏楽部の演奏や、地
域の課題解決に取り組む授業の発表の場として、地
域との連携も大切にしています。

多彩な参加者で、地域力をアップする老上

広報くさつ 2026. 9広報くさつ 2026. 9 1213


